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2000 年三宅島噴火・カルデラ形成に伴う急激な全磁力変化

Rapid change in magnetic field associated  with the 2000 eruption of the Miyake-jima
Volcano
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2000 年三宅島噴火は、山頂部の陥没・カルデラ形成を伴うものであった。カルデラ形成を物理観測した例は過
去になく、陥没時に地下で何が起こっていたかを知ることはきわめて重要である。
三宅島の全磁力観測は 2000 年 7 月 8 日の山頂噴火と山頂陥没の前から急激な磁場変化を捉えたほか、その後に

続く傾斜ステップに対応した磁場変化も捉えている。これらのデータはカルデラ形成が地下でどのようなプロセス
を経て起きたものかを解明する手がかりになると期待される。この問題は 笹井 他 2001 によって概査されている
が、今回詳細に検討を加えたのでその結果を報告する。

7 月 8 日山頂陥没以降、傾斜ステップイベントの終了とされている 8 月 18 日までのデータの詳細を検討するこ
とによりいくつかのことがわかった。
山頂付近の観測点には傾斜ステップが観測された時刻に数 10nT に及ぶ変化があり、また傾斜ステップの観測さ

れていない時間にも大きな変化がいくつかある。7月 8 日の噴火・陥没時と、9 日の傾斜ステップ発生時には全島
的に全磁力変化を示しているが、それ以後、山頂付近では 9日と同程度の変化をしながら山麓部ではノイズレベル
を超えるほどの変化を示していない。
全磁力変化は全体の傾向として北側で負、南側で正になっているが、いくつかの場合この正負の極性が反転す

る場合がある。これは磁力変化が同じメカニズムによって起こされているとすると、ソースの位置の移動などが考
えられる。例えば全てが陥没・崩落による変化だとするとその位置が移動していることになる。
今後、得られた変化の分布を使ってソースの位置がどの程度移動するかを調べる予定である。


